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法學博士泉二新熊氏講演「刑事補償法に就て」
田中総長挨拶
今日は法學會の＋週年の會が開かれる爲めに渡邊司法大臣、泉二刑事局
長、前の法學科長の小山（温）先生、中村（進午）先生まで御臨席下さつたこ
とは誠に感謝に堪へない次第であります。
　申す迄もなく私は法學と云ふことに就いては全く門外漢であつて、ほう
がくが分らないのであります、併ながら李生專門の學問に働んで居られま
す諸君にi封し法學以外の事柄に付いて頗る簡軍でありますが弦に問題を
提出して諸君の御考慮を煩はし伺ほ私の私見を一言附加へると云ふこと
は必らすしも無用でないと考へるのであります、私が頗る疑問に堪へない
ことは敷年來枇會上の重大問題となつて居る就職難と云ふ事柄でありま
す、此問題は恐らく今日在學せられる諸君の頭の中にも確に影響を與へて
居る所の問題であると思ふのでありまして學生諸君の一の重大なる關心
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事であると確信をするのであります・何故に私が此就職難の問題を疑問と
するかと申しますに日本位專門學校若くは大學生の敷が其國の人口に比
較して砂い國は世界の有敷の國に於ては無いのであります・最近の統計に
依りますと日本の專門學校若くは大學に學ばれつ・ある、學生諸君の総敷
は十三萬人である、六千四百萬の民衆を有して居る我日本に於て專門學校
以上の在學生藪ガ僅かに十三萬入である・所が日本と比較して入口の丁度
倍であります亜米利加はどの位であるかと云ふと是亦最近の統計に依れ
ば七十二萬入と云ふ多轍に上ぼつて居るのであります、入口の割合から云
へば亜米利加は二十五六萬人で宜しい鐸である、所が事實に於てはそれガ
七十二萬人即ち約三倍であります、敵羅巴の奮國英吉利であるとか佛蘭西
であるとか或は濁逸伊太利と云ふやうな國々と比較しましても人口の割
合から申せば日本位專門學校若くは大學の在學生が少い國は何庭にもな
いのであります、加之申す迄もなく隊洲の文明若くは亜米利加の文明と申
しましてもルネツサンス以來敷百年の歳月を積んで段々と今日の文化文
明を齎したのであります、日本は長足の進歩を爲したとは申しながら西洋
の文化を輸入してから僅に七十年に過ぎないのである、弦に於て文化に於
ては残念ながら日本はまだ隊米の諸國に封して一簿を輸すると云ふこと
は認めなければなちないのであります、更に叉経濟的の方面から申します
ならば欧洲の蓉國は世界大戦の爲めに最後の一銭最後の一人迄賭して國
の濁立を維持する爲めに四年孚の奮闘を績けて國力は困懸疲弊の極に達
して居るのであります・日本の今日の現歌は殺入的不景氣と申しまして未
曾有の不況でありますが、濁逸などに比較致しましては同日の談でない、
遙に良好なる歌態であると申さなければならないのであります、，叉経濟的
嚢展の上に於ては天然資源の豊富と云ふことが極めて大切である、亜米利
加合衆國の如きはあらゆる天然資源が世界に卓越して居るのであります
が、不幸にして我邦は此大切なる天然資源が頗る乏しいのでありますか
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ら、此天然資源の足らざる所は人力を以て補ふと云ふより外に塗はないの
であります、從つて文化の比較的立ち後れ西鮎から見ても、將た又天然資
源の足らざる所を人力を以て補ふと云ふ瓢から見ても、我邦こそ入材の輩
出を無限に要求すぺき筈であ叡こ拘はらす・、年と共に大學卒業生の就職難
の聲が喧しく、而かも不景氣と申しても隊洲各國の困懸疲弊に比ぶれば、
遙かに良好なる歌態にある此國に於て濁り大學教育が普及し過ぎたとか
就職難に苦んで居ると云ふやうな聲を聞きますことは奇怪千萬と言はな
ければならぬと私は思ふのであります、其原因は果して何れにあるか、日
本のやうな國柄に於てこそ立派な入材の輩出を待つて居ることは恰も大
早の雲覧を望むか如くでなければならぬ筈であります、然かるにも拘らす
就職難と云ふ聲が量しい、之は何としても不思議な現象であると言はなけ
ればならないのであります、之に封して私の解答があるのであります、そ
れはどう云ふことであるかと云ふと、私の解答は成程人材の輩禺を望むこ
とは大早の雲覧を望むが如くであるが・肚會の要求に慮するやうな即ち其
註文に嵌つた入材が輩出しない、弦に於て註文と註文される者との間に喰
蓮ひが生すると云ふ、是が此不思議の事態を現出した眞原因であると私は
制断をして居るのであります、然らば現在專門學校若くは大學に學んで居
られる所の諸君のどの鮎が註文に嵌らないのであるかと申しますと、それ
は色々な鮎があらうと思ふのであります・併ながら今日は時間がありませ
ぬから極く簡輩に最も其要貼である所は何であるかと云ふとだけを申し
ますならば、私は今日の學生諸君は自ら考へ、自ら制蜥して自ら活動する
と云ふことガ乏しいのではないか、先人の跳を追うて唯追随模倣にのみ努
めて自ら新しく蓮命を開拓すると云ふ濁創的の考へと勇氣が乏しいので
はないかと、断う云ふ風に考へるのであります、英吉利の新聞王といはれ
て中々著名な人で、敷年前亡くなりました、ロンドン・タィムスの持主であ
つたロード6ノースクリツフと云ふ人、日本へも漫遊に來たことがありま
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すが、中々卓越せる人物であつた、此人が日本へ参りました時に英國の今
日ある所以の秘訣は何庭にあるか、ユニオン・ジヤツクの旗が世界至る所
に醗つて今日と錐も太陽の淡するとなしと迄言はれる英國の今日ある所
の秘訣は何庭にあるかと言ふ問に劃してノースクリツフは之に答へてス
コツトランド人のアツシデュィテー帥ち精働恪勤とイングランド入のオ
ウダシテー印ち大膿不敵、此精働恪勤と大膿不敵の性格とが結付いて今日
ユニオン・ジヤツクの旗を世界至る所に醗して居るのであると答へたので
あります、又今日世界に於ける偉人の一人である亜米利加のトーマス・エ
ジソンは八十蝕歳の高齢を迎へて今日迄何百の登明嚢見をしたか知れな
い世界最大の嚢明家、世界の偉入である此トーマス・エジソンは斯う云ふ
ことを言うて居ります・天才と云ふものは一パーセントのインスピレーシ
ヨンと、九十九パーセントのパースピレーション、部ち一パーセントの天
恵と九割九分の満身の汗と結付いたもの是が天才と云ふものであるとト
ーマス・エジソンは言うて居ります、天才にあつてすら爾且九割九分迄満
身の汗を流さなければ成功は藏ち得ないのであります、英國の今日ある所
以又世界の偉入の一人であるトーマス・エジソンの此言葉に鑑みましても
諸君が多幸なる未來の蓮命を開拓する爲めには自分で考へ自分で判断し
て而して濁自のカで勇往魑進されることが必要である、此心掛を以て肚會
に出られますならば就職難何物ぞ、決して恐れるに足りないと確信をする
のであります、併ながら精働恪勤であるとか大謄不敵の性格と云ふものは
之はハビツトであります、習慣であります・一朝一夕に出來るものではな
いのであります、今日卒業発歌を握つたから、さて明日からパースピレー
シヨンであるオーダシテーであるアツシデユィテーであると言ひまして
も、それは容易に出來るものではないのであります、諸君は皆少くとも一
年若くは二年三年まだ此學窓に居られるのでありますから此立派なハビ
ツトをどうぞ今日から涯養されまして、さうしC諸君の前途に横はる此難
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關を颯爽ナこる意氣を以て突破せられますぴとを私は衷心より切望して止
まないのであります、私の今日の御挨拶は之を以て終りと致します。
　　　　　　　　　渡邊司法大臣演説
　諸君、私は過日神宮球揚に於きまして、最後の早慶野球戦が行はれまし
実嘗日、之を見物して居りまして、早稻田の學生諸君が能く奮闘せられま
して大勝利を得られ、雷日唯今承まりました所の校歌も之を承はり、早稻
田大學に勤する奪敬の念、又早稻田大學學生諸君に勤する親しみの情を深
く致して居ったのでありまするが、今日圖らすも、此法學部の大會に出席
致す機會を得まして、親しく諸君と相見え、此有名なる校歌を特に私の爲
めに御唱へ下さつたと云ふことは、實に感激に堪へない次第であります。
私は諸君が彼の球揚に於ける如き意氣を以て、就會の各方面に盆柔活躍せ
られんこと」を、衷心より希望致す次第であります。私は本日の會に出席致
しまして、何か申上げるやうにと云ふ再三幹部の方より御話しのありまし
実際に、本日は十時より用事ガありますので、之を御蜥はり致したのであ
りますが、達つての御希望でありました爲めに、弦に出席致しましたやう
な次第で、籔分間私の所懐を申述べて見ナこいと存するのであります。
　諸君は法學を專修せられて居るのであります。所謂法律を專門として學
んで居られるのであります。私は此專門と云ふことに就て、李生考へて居
ります所を、簡輩に申述ぺて見たいと思ふのであります。世の中が進んで
参りまして、各種の研究が深くなればなる程、專門が多くの部門に分れて
参るのは、諸君も御承知の通りであります。學問が敷多き部類に分れ、叉，
一の學問が幾多の部門に分れる、之は1文化の道行に於て、嘗然來なければ
ならない所の筋道であるのであります。
　併ながら此專門と云ふことは、其意味を若し取違へますと、却つて渦を
